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今回も前号に引き続き、東一地同文書院大学記念センター（以下、
「記念センター」と略記）に寄贈された
資料を紹介する。一一
OO
九年度に寄贈された資料が中心であるが、それ以前のものも含まれる。以下、主な
資料のみ 取り上げて附述する。
石原実氏からは、海格路臨時校舎で搬影された御令兄の写真などを頂いた。御令兄は書院山身ではないが、
戦時中上海で日本の商社に勤務されていたそうで、当時の上海在留邦人が書院生とどのように接していたかについて考える上で興味深い。松下哲男・信子御夫妻 根津一院長の写真、ならびに書院二三期生戸津茂雄氏の御遺族が所有しておられた写真を頂いた。根津院長の写点ハは在りし日の御姿が現在に蘇えるように思えるほど鮮明である。また、．戸津茂雄氏の御遺族所蔵の写真は東亜同文書院での述動会や仮装行列などを撮影したものであり、学生述の
生き生きとし 様子が伝わってくる。
百瀬直志氏からは、米国の日系人社会で発行されていた「ユ夕日報」研究会の案内類を頂いた。
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有森茂生氏はこれまでに貴重な資料をたくさん寄贈頂いているが、今同も一九三
O
年から一九一二一年に
かけての、近術文麿や牧野仰顕らの束班同文書院卒業式祝昨・告僻草案文、王正延中華民国外交部長の卒業式祝辞文をはじめ、宮内省からの下賜金御沙汰書、虹橋路校舎時代に建立された「福友同人消亜表紹之塔」に関する資料などを頂いた。これ は大変希少価値の高いものである。今後、研究に活用させて頂ければ幸いである。あわせて 満洲国や新中国に関する資料、さらには「改版
支那貿易』（東亜同文会調査編纂
音E
一九二
O年）、田鍋安之助一編『亜宿汗斯坦
一九二一
O
年）、君臨山会館図書
全」（東亜同文会調査編纂部、
室図書分類目録（昭和一二年九月末現在）」（館山会館、
一九一二八年）などの図存も寄贈頂いており、これら
も貴重な資料として記念センターで大切に保管させて頂く所存である（凶古類は別に笠録のため 後掲の日録には合まれていない）。
東亜同文書院代六代院長、大学昇格後の初代学長を務めた大内暢三（在任一九二二
1
一九四
O
年）
の遠縁
に当たる手嶋明子氏からは、記念センターが二
OO
八年一一月に福岡市で資料展示会・講演会を開催した際
に、会場で書幅類を寄贈して頂 た 大内が「白城」の号で認めた書「知足以白誠」は、字 力強さが感じられるとともに彼の内而がう がわれる またそれとあわせて 雑誌「支那」も二
O
附余り寄贈頂いた
ちらも凶書類 して殺録済みのため、目録には含 れていない）。その際、西日本新聞社の取材を受けたので、関心のある方は『オープン・リサーチ・センター年報』三号（記念センター発行、二
OO
九年）に掲載の関
係記事を参照されたい。
青木光利氏からは、「前山師表、後山師表」の拓本や、東京新聞記事コピ
l
、書院四二期の中俣富三郎氏
，，町、、
、．
、ー・
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が書いた文章のコピーなどが送られたほか、日中人材交流協会資料やそれに関する『文献目録データベース」の寄贈を頂いたが、同氏は残念なが 去年亡くなられた。この場をお借りして御冥福をお祈りしたい。なお、日中人材交流協会資料については拙稿「故青木光利氏寄贈資料について」と 、『オープン・リサーチ・センター年報」凹号に掲載予定である。近衛篤麿書幅は、日本銀行総裁や貴族院議員などを務めた山本達雄に贈ったもので、名古屋の陶芸家・古
橋尚氏がネットオークションで入手し、越知専記念センター客員研究員に贈られたものが、さらに記念セタ
l
に寄贈されることになったものである。現在第一展示事．に民示してあり、米館者はどなたでも観ること
ができる。
一方、書院卒業生の御遺族である落久保博明氏や高橋千枝子氏からは、北
u院卒業アルバムや、品ド．
H院時代に
撮影された多くの写真を収録したアルバムが寄贈された。落久保氏寄贈のものは、もともと．二期生だった
一二期生は桂壁里校舎が一九二一一年の第二革命で炎上、長崎県大
ーケル
アルバムの中には大村仮校糸口や赫司克而路似校合での
御祖父様が所有しておられたものである。村に一時避難するという激動に直而した学年であり、授業風景も収められている。激動期の卒業アルバムという点 貴重な存在である。高橋氏が所有されていた二冊のアルバムは、
一九期生だった御尊父様のもので、一稲岡市で資料展示会・講演会を開催した際に会場で
貸与され、後に寄贈頂いたものである。運動会や仮装行列などの、書院で搬影された様々 写真や大旅行の写真などが多く収録されており、書院生の学生生活をつぶさに知ることが きる点で大変価値 い である。
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切手シ
l
ト二部は、二
OO
八年五月七日に台湾のテレビ取材班とともに愛知大学を訪問した台湾中央研究
院台湾史研究所の許雪姫所長、鎧叔敏副所長一行が記念センターを訪問した際に頂いたものである。
以上が大まかな資料紹介だが、詳細は目録を御覧頂きたい。なお、末筆ながら今回の目録に掲載した資料を寄贈して下さった方々に、厚くお礼を申し上げます。
注（一）『講談社日本人名大辞典」（二
OO
二年第四刷、講談社）を参照。
【凡例】（二年号は主に西暦で表記したが、元号で表記した箇所もある。つ二漢字は原則として当用漢字を用いたが、旧字体の箇所もある。（三）以前にも寄贈頂いた方の資料番号は、通し番号として登録してい
四
「差出人」
「受取人」の欄に記載されている人名、ならびに雁史的な人物と位世付けられる人名につ
いては敬称略となっている。五
「寄贈年月日」は資料が寄贈された、もしくは記念センターに到着した時を示している。
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